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2025年度　決算の概要

1　決算額
一般正味財産の部� （単位：円）

（Ａ）経常収益 681, 795, 915

（Ｂ）経常費用 682, 558, 482

（Ｃ）当期経常増減額（Ａ－Ｂ） △ 762, 567

（Ｄ）経常外収益 0

（Ｅ）経常外費用 1

（Ｆ）当期経常外増減額（Ｄ－Ｅ） △ 1

（Ｇ）当期一般正味財産増減額（Ｃ＋Ｆ） △ 762, 568

（Ｈ）一般正味財産期首残高 2, 463, 980, 279

（Ｉ）一般正味財産期末残高（Ｇ＋Ｈ） 2, 463, 217, 711

指定正味財産の部� （単位：円）

（Ｊ）一般正味財産への振替額 △ 5, 374, 008

（Ｋ）当期指定正味財産増減額（＝Ｊ） △ 5, 374, 008

（Ｌ）指定正味財産期首残高 209, 586, 322

（Ｍ）指定正味財産期末残高（Ｋ＋Ｌ） 204, 212, 314

（単位：円）

（Ｎ）正味財産期末残高（Ｉ＋Ｍ） 2, 667, 430, 025

事業活動を示す「一般正味財産の部」では、経常収益681, 795, 915円に対して経常費用682, 558, 482円で
あり、当期経常増減額(収支差額)は△762, 567円となります。さらに電話交換機一式取替による固定資
産除却損による経常外費用 1円を減額すると、当期一般正味財産増減額は△762, 568円になります。この
額に一般正味財産期首残高2, 463, 980, 279円を加えると、一般正味財産期末残高は2, 463, 217, 711円になり
ます。

△5, 374, 008円の一般正味財産への振替を計上し、この額に指定正味財産期首残高209, 586, 322円を加え
ると、指定正味財産期末残高は204, 212, 314円になります。

この結果、本会全体の正味財産期末残高は、合計2, 667, 430, 025円となります。
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⑴　経常収益� （単位：円）

内　訳 予算額 決算額 構成比 差　異

特 定 資 産 受 取 利 息 50, 000 2, 224, 177 0. 3% 2, 174, 177

受 取 会 費 489, 900, 000 452, 594, 000 66. 3% △ 37, 306, 000

受 講 料 等 収 益 99, 168, 000 91, 296, 190 13. 4% △ 7, 871, 810

会 館 利 用 料 収 益 72, 000 44, 000 0. 0% △ 28, 000

日 看 協 助 成 金 16, 700, 000 17, 857, 060 2. 6% 1, 157, 060

受 託 事 業 収 益 103, 092, 000 107, 391, 136 15. 8% 4, 299, 136

受 取 利 息 30, 000 1, 090, 137 0. 2% 1, 060, 137

そ の 他 8, 618, 000 9, 299, 215 1. 4% 681, 215

収　益　合　計 717, 630, 000 681, 795, 915 100% △ 35, 834, 085

※内訳欄は、正味財産増減計算書の主な科目を記載し、少額な科目については「その他」に一括して計上しています。

【特定資産受取利息】	 2, 224千円	 2, 174千円増
・金利上昇による利息増
		  50千円　→	 2, 224千円	 2, 174千円増

【受取会費】	 452, 594千円	 37, 306千円減
・会員数の減	 42, 600名　→	 39, 356名	 3, 244名減

【受講料等収益】	 91, 296千円	 7, 872千円減
・学会参加者数の減
		  2, 985千円　→	 1, 816千円	 1, 169千円減
・研修会受講者数の減
		  96, 183千円　→	 89, 479千円	 6, 704千円減

【受取利息】	 471, 339千円	 18, 561千円減
・金利上昇による利息増
		  30千円　→	 1, 090千円	 1, 060千円増

【その他】	 9, 299千円	 681千円増
・受入寄付金の増
		  1 千円　→	 742千円	 741千円増

◎収益のポイント（予算との差異の主なもの）特定資産受取利息 
0.3%

その他
1.4%

受取利息
0.2%

受講料
等収益
13.4%

日看協助成金
2.6% 受託事業収益 

15.8%

受取会費
66.3%
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⑵　経常費用� （単位：円）
内　訳 予算額 決算額 構成比 差　異

公　益 質 向 上 研修、学会、医療安全、保・助・看の活動、図書室 112, 049, 000 87, 276, 147 12. 8% △ 24, 772, 853

確保定着 ナースセンター・労働環境改善等 90, 180, 000 83, 861, 972 12. 3% △ 6, 318, 028

健康福祉 在宅ケア推進、災害看護、健康づくり、広報活動 12, 885, 000 11, 126, 035 1. 6% △ 1, 758, 965

支部事業 支部における事業 77, 740, 000 60, 314, 275 8. 8% △ 17, 425, 725

公益共通 人件費・維持費・経費 271, 764, 000 276, 960, 220 40. 6% 5, 196, 220

公　益　合　計 564, 618, 000 519, 538, 649 76. 1% △ 45, 079, 351

収益等 会 員 加入促進、会員に対する福利厚生等 22, 718, 000 21, 219, 237 3. 1% △ 1, 498, 763

法　人 管 理 本会を運営するために必要な事業 156, 219, 000 141, 800, 596 20. 8% △ 14, 418, 404

費　用　合　計 743, 555, 000 682, 558, 482 100% △ 60, 996, 518

【質向上】	 87, 276千円	 24, 773千円減
・人件費　新規採用及び人事異動による増
		  6, 566千円　→	 11, 692千円	 5, 126千円増
・旅費交通費　研修会・委員会等のWeb開催による減
		  26, 252千円　→	 14, 394千円	 11, 858千円減
・諸謝金・委員謝金　研修会講師等謝金実績、委員会活動実績の減
		  46, 446千円　→	 39, 466千円	 6, 980千円減
・通信運搬費　�学会関係書類送付減、研修計画タブロイド版へ

変更に伴う送料の減
		  4, 718千円　→	 2, 880千円	 1, 838千円減
・消耗品費　事務用品等購入の減
		  3, 114千円　→	 1, 795千円	 1, 319千円減
・印刷製本費　研修計画印刷単価・印刷部数等の減
		  4, 291千円　→	 2, 287千円	 2, 004千円減
・賃借料　コピー機使用実績の減
		  1, 398千円　→	 468千円	 930千円減
・委託費　学会運営委託業務実績、研修計画発送作業の減
		  11, 236千円　→	 8, 376千円	 2, 860千円減
・新聞図書費　図書室書籍購入実績等の減
		  3, 427千円　→	 2, 772千円	 655千円減
・会議費　�研修会Web開催・Web配信による講師・委員弁当

代の減
		  1, 112千円　→	 559千円	 553千円減

【確保定着】	 83, 862千円	 6, 318千円減
・人件費　ナースセンター課職員 1名採用による増
		  26, 099千円　→	 26, 360千円	 261千円増
・旅費交通費　�地域応援看護師確保事業関連施設訪問等出張の減
		  4, 209千円　→	 1, 935千円	 2, 274千円減
・通信運搬費　看護職員需給状況調査返信送料の減
		  4, 224千円　→	 3, 530千円	 694千円減
・消耗品費　�訪問看護師養成講習会及びフォローアップ研修会

使用物品の減
		  1, 157千円　→	 145千円	 1, 012千円減
・賃借料　NCCS機器入れ替えに伴うリース料の減
		  4, 036千円　→	 3, 003千円	 1, 033千円減
・委員謝金　地域応援看護師派遣者数の減
		  2, 978千円　→	 1, 694千円	 1, 284千円減

◎費用のポイント（予算との差異の主なもの）

質向上
12.8%

確保定着
12.3%

健康福祉
1.6%

支部事業
8.8%

公益共通
40.6%

会員
3.1%

管理
20.8%
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【健康福祉】	 11, 126千円	 1, 759千円減
・旅費交通費　災害看護活動無しによる減
	 	 2, 872千円　→	 1, 218千円	 1, 654千円減
・通信運搬費　個人会員増による協会ニュース発送件数の増
	 	 2, 169千円　→	 2, 448千円	 279千円増
・印刷製本費　個人会員増による協会ニュース印刷部数の増
	 	 3, 697千円　→	 4, 375千円	 678千円増
・会場費　「いいお産の日」会場変更による減
	 	 250千円　→	 31千円	 219千円減
・委員謝金　災害支援委員会のWeb開催による減
	 	 585千円　→	 460千円	 125千円減
・諸謝金　災害支援ナース交流会の講師謝金の減
	 	 434千円　→	 168千円	 266千円減

【支部事業】	 60, 314千円	 17, 426千円減
・旅費交通費　支払い実績の減
	 	 12, 765千円　→	 9, 105千円	 3, 660千円減
・通信運搬費　文書発送件数の減
	 	 8, 592千円　→	 5, 648千円	 2, 944千円減
・消耗品費　消耗品購入実績の減
	 	 4, 013千円　→	 3, 034千円	 979千円減
・印刷製本費　資料等作成実績の減
	 	 10, 978千円　→	 7, 280千円	 3, 698千円減
・会場費　会場変更による減
	 	 11, 417千円　→	 5, 932千円	 5, 485千円減
・委員謝金　会議・作業等報酬支払い実績の増
	 	 17, 521千円　→	 18, 120千円	 599千円増
・諸謝金　講師謝金支払い実績の減
	 	 4, 995千円　→	 3, 032千円	 1, 963千円減
・委託費　事業運営事務作業外注の増
	 	 2, 940千円　→	 4, 330千円	 1, 390千円増
・会議費　弁当等購入実績の減
	 	 1, 318千円　→	 594千円	 724千円減

【公益共通】	 276, 960千円	 5, 196千円増
・人件費　新規採用及び人事異動による増
	 	 122, 685千円　→	137, 273千円	 14, 588千円増
・消耗品費　コピー用紙、封筒等の購入実績の減
	 	 3, 172千円　→	 1, 649千円	 1, 523千円減
・印刷製本費　コピー機使用実績の増
	 	 4, 725千円　→	 5, 399千円	 674千円増
・光熱水料費　電気料等の使用実績の減
	 	 12, 778千円　→	 10, 772千円	 2, 006千円減
・賃借料　PC入れ替えリース料の減
	 	 10, 519千円　→	 9, 414千円	 1, 105千円減
・租税公課　消費税納付額の減
	 	 14, 691千円　→	 13, 469千円	 1, 222千円減
・委託費　支部Web研修サポート実績の減
	 	 22, 273千円　→	 18, 337千円	 3, 936千円減
・会議費　会員懇談会･看護管理者懇談会弁当代の減
	 	 880千円　→	 314千円	 566千円減



― 7 ―

【会員】	 21, 219千円	 1, 499千円減
・通信運搬費　会員システム用クラウドサービス利用料等の減
	 	 2, 427千円　→	 1, 821千円	 606千円減
・印刷製本費　協会パンフレット作成費の減
	 	 900千円　→	 463千円	 437千円減
・旅費交通費　日看協会議オンライン開催及び協会PR活動の減
	 	 440千円　→	 5 千円	 435千円減

【管理】	 141, 801千円	 14, 418千円減
・旅費交通費 　理事会・支部長会議の実績による減
	 	 7, 553千円　→	 6, 160千円	 1, 393千円減
・人件費　人事異動による減
	 	 97, 989千円　→	 93, 195千円	 4, 794千円減
・通信運搬費　�後納郵便料、新会員システム用クラウドサービ

ス利用料の増
	 	 2, 649千円　→	 3, 387千円	 738千円増
・消耗品費　封筒、防災用品、コピー用紙購入実績の減
	 	 1, 435千円　→	 875千円	 560千円減
・光熱水料費　電気料等の使用実績の減
	 	 3, 125千円　→	 2, 514千円	 611千円減
・支払報酬　弁護士費用の減
	 	 5, 679千円　→	 4, 530千円	 1, 149千円減
・支払寄付金　寄付実績の減
	 	 1, 000千円　→	 100千円	 900千円減
・委託費　�SNS導入･PCA新会計基準改修見送り、謝金システ

ム改修実績の減
	 	 7, 634千円　→	 5, 825千円	 1, 809千円減
・支払手数料　�PrimeDrive月額利用料･受講料収入減による収

納代行手数料実績の減
	 	 6, 470千円　→	 4, 700千円	 1, 770千円減
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2 　資金調達及び設備投資の実績
　資金支出を伴う資産の取得は下記のとおりです。

（単位：円）
設備投資の内容 見　　込 実　　績

会員管理システム改修
(NuPS対応) 1, 100, 000 0

駐車場案内看板補修工事 0 770, 000
テレビ端子増設工事
(災害本部情報収集テレビ設置用） 0 330, 000

3 　公益社団法人の要件となる財務三基準
　当協会は、公益法人として次の財務三基準を満たすことが要求されます。

⑴　中期的収支均衡（収支相償）：公益目的事業に係る収入が費用を超えないこと
収益　443, 799, 464円　　＜　　費用　519, 538, 649円

⑵　公益目的事業比率：公益目的事業に係る費用は、総費用の50％以上でなければならないこと
公益目的事業費用

⇒
519, 538, 649円

＝ 76. 1%
総費用 682, 558, 482円

⑶　�使途不特定財産額(遊休財産額)の保有制限：使途不特定財産額が使途不特定財産額の保有上限額
を超えないこと
　　※使途不特定財産額：法人の純資産のうち使途の定まらないものの額
使途不特定財産額　391, 369, 145円　　＜　　使途不特定財産額の保有上限額　539, 979, 606円

　　　�使途不特定財産の保有上限額は、過去 5年間の公益目的事業費用の平均額と同額の539, 979, 606円
となります。

●事業区分別収益および費用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区　　　分 収　　　益 費　　　用

公益目的事業会計 443, 799, 464 519, 538, 649

収 益 事 業 等 会 計 6, 228, 180 21, 219, 237

法 人 会 計 231, 768, 271 141, 800, 596

合　　　計 681, 795, 915 682, 558, 482

●公益目的事業費用
　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　　　度 金　　　額

2020 493, 764, 003

2021 596, 419, 573

2022 554, 860, 027

2023 530, 477, 610

2024 524, 376, 816

平　　　均 539, 979, 606




